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であるが，本実験ではすべて割れ籾として表現した。
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流入施薬に関する研究

第6報ニカメイチュウに対するMPP乳剤の効果
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水稲病害虫防除作業の近代化，省力化に資するため，

農薬をかんがい水に混合して，水田に流し込む方法，こ

れが筆者らのいう流入施薬法であるが，この防除方法を

硴立し，重労働でしかも危険な防除作業を解消しようと

することを目標として研究を継統してきた。

ところでニカメイチュウに対する流入施薬は前報まで
ユ〕2〕3〕4〕

（常楽・嘉藤'64,65,66'67）で,BHC乳剤により1．

2世代虫に対して実用的効果が認められ，大型水田の集

団流入が可能であることを報じた。

すでに現地の集団栽培，基盤整備地の大型水田におい

て，’世代虫を対象に集団流入事業を実施しており，実
5）

用化の段階に達している。

そこで本報では,BHC乳剤以外の流入施薬適合剤の

探索をこころみたポットによる予備試験（昭40，41，42

年実施）の結果と，ポットで，もっとも有効であったM

PP乳剤について現地大型水田で,1･2世代虫を対象

に実施した実用化試験（昭42年実施）の結果を報告す

る。

なお現地試験実施にあたっては，小矢部農業改良普及

所・小矢部市蔽波農協のかたがたに協力をいただいた。

ここにお礼を申しあげる。

I流入適合薬剤予備試験

BHC乳剤は実用化の段階に連したので，これ以外の

有利な薬剤をニカメイチュウ1世代・2世代について知

ろうとした。

1）1世代虫に対する効果

BHC乳剤を標準として，薬剤の種類，処理盆，処理

時期を組み合せた総合試験とした。薬剤処理時期を，接

種前8日，6日，接種後1日，4日，14日とし，その効

果の程度から流入適合剤を探索しようとして，ポットで

1965,,66,,67年に実施した。

8日前処理の場合幼虫食入前に処理して残効の程

度を知ろうとし，1965年に試験を実施した。

この試験は接種法によるポット試験とし,1/2000af

ット使用，2連。施肥はNDP,K9各1gずつ，品種

は新木2号（中晩生)，田植5月24日，2本苗，1ポッ

ト2本，1点植え。そのほかはポット試験慣行どおりで

ある。供試虫は室内で採卵ふ化させたふ化直後幼虫を1

ポットあたり5頭を6月22日に接種した。薬剤処理は6

月14日に行なった。処理方法はミクロメーターシリンジ

でポットごとに所定鉦を測定し，ポットの水とよく混合

するように処理した。供試薬剤はBHC乳9MPP乳，

PAP乳,BHC浮遊，ダイアジノン浮遊,DEP水溶

剤を供試した。処理鼠は各100gと200g(成分批/10a)
である。

その結果は第1表のとおりである。本試験は接麺虫以

外の自然産卵虫によって成織が乱された。このため無処

翻区に比して効果が認められたが，薬剤間の差は，はっ

きりしない結果となった。












